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【受講のきっかけ】

私は元々、研究開発の仕事をしていました。技術の

用途探索で、医療用デバイスやＰＴＳＤ治療に関する

研究等を読み、昔興味のあった医療や臨床心理に再び

興味を持ち始めました。その後風土改革に取り組み、

心の世界への興味が日に日に増していきました。

そんな中、突然大きな転機が訪れました。祖母との

死別でした。心の支えであった人の終焉に遭遇して、

どう生きるか深く考えるようになりました。思いを抱

えたまま1年程して、「行ってみよう！やってみよう

よ！おばあちゃんがついているから大丈夫よ。」と、

突然祖母の声が聞こえた気がしました。それは、幼い

私に祖母がよくかけていた言葉でした。苦渋の判断で

したが、一度きりの人生なので挑戦することを決心し

ました。

化学と心の専門性を両立するために試行錯誤してい

たとき、キャリアコンサルタントという仕事を知りま

した。支部へ伺ったところ、先に産業カウンセラー養

成講座を受講することを勧めていただきました。まず、

私にカウンセリングを行う素質があるか試すために、

講座の受講を決定しました。

【受講後の活動状況】

講座は自分と向き合う時間の連続でした。併せて

キャリア理論を学んだことで、今後のキャリアプラン

も明確になり、現在は次の目標に向けて行動していま

す。

私が得た一番大きな学びは「心のやりとりをする」

という考え方です。以前から相手の立場で考えること

を重視していましたが、自分の価値観で相手を見てい

ては、相手を「理解しているつもり」でしかなかった

と実感しました。傾聴では感情を言葉にして受容しま

すが、私は、負の感情は人に悪影響を与えると思って

いたため、言葉にすることに戸惑いがありました。し

かし今では、負の感情こそが大切なことを伝えている

と感じています。

現在は、キャリアコンサルタントに挑戦し、学習会

や研修講座でも、研鑽を積んでいます。カウンセリン

グは疾病だけでなく、人生のあらゆる課題解決に有効

なので、将来はカウンセリングを気軽に受けられる社

会にできたらと思っています。

最後に、寄稿するにあたり、講座のノートや振り返

りを読み返しました。そこには、指導者や受講者の温

かいフィードバックがたくさんありました。お互いに

温かな関心を向け、学習に取り組んだ経験は、私の新

しい心の支えとなりました。改めて感謝申し上げます。


